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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

平成 10 年に定員 150 名で開設し、現在は地域密着型（定員 18 名）も併設し

ている特養です。「その人らしさを大切に」の法人理念のもと、ご入居者が毎日

を楽しく快適に暮らせる自立支援を行っています。 

《１．研究前の状況と課題》 

①食事形態の変更に際して、協議・決定する

ための明確な基準や仕組みがなかった。

・ご入居者のむせ込む頻度や食事摂取量の減

少を観て、医務課主導だけで食事形態の変

更が決定されてしまっていた。 

・栄養士や理学療法士が、ご入居者の食事風

景を観察すると、姿勢の崩れやテーブルや

椅子の高さが合っていない等、食事環境の

配慮が十分にされていない場面が見られて

いた。 

②介護課においては、職員の知識・技術の習

熟度に差が見られ、食事場面での観察点等

を十分に理解せずに援助を行っている職員

が増えていた。

以上のように多職種が協働してご入居者一

人ひとりの状況に合った食事環境を検証す

る場や、その方法について学ぶ機会がなか

ったことが課題であった。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

『食事』というサービスに対して多くの部署

がそれぞれの専門性を発揮することで、ご入

居者一人ひとりに安全・安心・適切な食生活

を送っていただく事が目的である。 

また、期待する成果として 

・すべての部署がいつでも共通した情報を共

有し、取り組める仕組みの構築。 

・食事摂取の際の着眼点・注意点・観察ポイ

ント等、介護職員のみならず、職員全体が

共通の認識を持って食事サービスが提供で

きるようになること。 

・食事形態の変更や嚥下補助食品の使用だけ

でなく、生活全般の見直しを検討しながら、

最期まで口から食事が摂れるような支援方

法の習得。 

・毎日の食事はもちろんのこと、行事食等で

の雰囲気づくりを多職種で協力して取り組

む事ができる連携の強化。 



《３．具体的な取り組みの内容》 

①「食事アセスメント表」とチェック方式で

記入ができる「食事環境モニタリング表」

を作成し、各課に提案。

②トロミの量の基準を協議し、決定。

③「食事アセスメント表」の運用マニュアル

を作成。

④モニタリングを実施し、食事サービス委員

会の年間継続議題として、各表と運用マニ

ュアルについての協議を行い、評価の精度

を高める。

⑤職員アンケート「食事環境について」の調

査を行い、今後の課題等の抽出と更なる評

価方法の精度向上のための検討会を実施。

⑥多職種を対象とした「嚥下の仕組み」等に

関する施設内研修の実施。

※具体的取り組みを行っていくにあたって、

法人施設内で統一認識での運用ができるよ

う、栄養課係長が同法人他施設の意見も盛

り込みながら具体的取り組みを行った。 

《４．取り組みの結果と考察》 

・法人全体での食事環境の基準と流れが明確

になった。 

・介護課だけでなく食事全般の環境について

多職種で活発な意見交換ができるようにな

った。 

・事前情報等に捉われず、目の前のご入居者

の状態変化にいち早く気付く観察力が身に

付き、状況に応じて柔軟なサービスの提供

や改善提案を発信できる職員が増えた。 

・食事に関する協議だけでなく、部署を越え

た円滑なコミュニケーションや連携強化に

つながった。 

《５．まとめ、結論》 

食事形態のレベルを下げることやトロミを付

けることだけが、ご入居者の食生活の安全を

守ることではない。「食事アセスメント表」を 

使用し、多職種がそれぞれの専門性を活かす

事で、一人ひとりに適した食事サービスの提

供が可能となる。嚥下や咀嚼の残存機能を活

かし、職員の最小限の支援でも自力での食事

摂取が可能となることや、QOL の向上につな

がるということが今回の取り組みをとおして

再認識できた。 

また、今回の取り組みと相まって、当施設で

は、日頃より「選択食の日」や旬の素材を使

った「松花堂弁当の日」、故郷を感じたり、旅

行に行った気分にさせる「郷土料理の日」等、

『食への楽しみ』の部分も大切にしている。

それらは、ただ単に食を味わうだけではなく、

様々な演出も同時に行った取組みとなってお

り、音や香りなど、五感を使い楽しめる食事

環境こそが、ご入居者の皆様が最期まで「口

から食べたい。」というニーズにつながると考

えているからである。 

今後も更なる安全と安心、そして楽しい食事

サービスの提供に向け、取り組んでいきたい。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人（ご

家族）に口頭にて確認をし、本研究発表以外

では使用しないこと、それにより不利益を被

ることはないことを説明し、回答をもって同

意を得たこととした。 

《提案と発信》 

高齢者が抱える摂食・嚥下障害は、当法人だ

けに止まらず全国的な問題であると考える。

それぞれの専門職が持つ知識等を発揮し、課

題の改善に向けた研究成果を皆が積極的に外

部に発信・業界全体で共有していくことが、

高齢者福祉全体のレベルアップや問題解決の

一助となるのではないだろうか。 
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